
Title 山崎靖純著 外国為替の見方
Sub Title
Author 堀江, 帰一

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1925

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.19, No.5 (1925. 5) ,p.802(128)- 803(129) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 新著紹介
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19250501-

0128

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


ホ

十

九

海

 

<
八

0

ニ

)

 

i

f

ニ
！
A

紹

介

外

S

爲

替

の

見

方
M

^
:ル
得i

圆
五
十
錢： i

n

本1

諭
社
發
打

0

傭

と

銀

爲

.替

n

ナ
叛
啓一
1
.

i

H

-

5
H
 

:

を

愤

十

錢
’

大t
.厘
號
錢
行
い

:

雨

番

典

に

國

際

金

融
：： =

^

關
ず
ぇ
問
®

を
取
扱
ウ
カ
も
：
 

の
で
あ
つ
て
、
前
者
ゆ
精
や
廣
き
範
圓
に
s

^

r

N、
後
者
‘ 

は
極
：め
て
狹
さ
範
圓
に
眼
ら
れ1

::̂

研

究

で

あ

る

"

然

も 

，雨
書
の
著
者
は
何
れ
も
本
學
經
濟#

部

の

，出

身

者

で

あ 

つ
て
V

殆
ご
同
時
に
同一

軸
類
に
屬
す
る
問
題
に
就
て
" 

著
書
を
公
に
さ
れ
れ> J

 

i

,は
"

■;

紹
介
き
た
る
私
の
欣
幸 

£

す
る
所
で
あ
る
J

外
國
爲
の
事
め
る
、
表
.而
か
*
ら

窺

へ

ぱ

"

驻

だ

複 

'細
.

あ
‘つ

て

、

多

く

，，の

人

は

門

に

入

ら

'な

が

ら

ゾ

堂

.に 

上
ら
す
し
て
、
早
く
も
之
，を
'不
可
解
.マ

J

す
る
よ
う
で
あ 

る
が
"
：
ぼ
を
遂
う
て
>

‘政
梵
の
.渉
を
進
め
れ
ば
、
®
物

い
。
柱
年
英
國
人
ク
レ
！
ャ
氏
の「

外
國
爲
替
の
A
 

B
 

C

」

ド-
題
す
，

物
が
.

®
ぐ

世
に
行
は
れ
、近
時
增
W

さ
 

れ
.
た
事
實
に
徵
し
て
も
.

*

讀

.易

き

手

引

草

の

あ

る

こ

ビ 

の
必
要
で
あ
る
は
論
を
俟
ざ
る
所
で
あ
る
。
唯
外
國 

爲
替
め
.

根
本
原
理
は
國
に
依
つ
て
、
興
な
る
道
理
は
な 

い
が
て
賞
.
際

の

取

引

や

、
.
用

，語

に

至

つ

て

は

國

に

依

C
N

 

て

多

少

の

，相

違

が

あ

，り

>
 

現
に
支
拂
勘
足
の
雄
力
を
基 

礎
ご
し
た
說
明
，が
受
取
勘
楚
の
建
方
を
取
る
國
の
人
 々

じ
取
つ
て
は
>
 

徒
に
頭
腦
を
混
狐
せ
し
め
る
所
以
と
爲 

る
が
如
き
>
 

此
適
例
で
あ
；ゥ
て
、
外
國
爲
替
の
郁
歩
の 

.
研
究
者
に
は
外
國
ゆ
書
物
や
、
其
B

譯

書

や

"

若

し

く 

は
直
譯
流
の
燒
き
直
し
で
は
甚
だ
.

不
向
き
で
あ
る
。
化 

.
黯
か
ら
私
は
外
.國
爲
替
に
充
分
の
理
解
あ
る
人
-レ
依
つ 

て
日
本
を
中
心
ビ
し
て
，
記
述
し
た
邦
語
外
國
爲
截
論 

の
著
作
さ
れ
る
こ
ご
を
希
望
じ
て
、
；；

f
l

ま
な
か
つ
ね
、 

山
崎
氏
の
新
著「

外
劇
爲
替
の
B

方」

は
即
ち
膝
の
多
年 

感
じ
‘ね
渴
望
：を
冗
れ
す
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
於
て
、 

章
を
分
つ
こC

.
J

十
一

，外

國

爲

替

に

關

す

，る

大

小

の

問 

題
は
總
て
網
羅
さ
れ
、
S

際
に
即
し
た
説
明
が
最
も
平

を
通
じ
て
、
理
解
す
る
こ
と
、
必
ず
し
も
難
し
ご
し
な
易
な
る
文
字
を
以
つ
て
も
記
述
さ
れ
、
説
明
を
補
、

I

!

.
に
書
式
や
、
圓
式
を
，用
ひ
て
居
り
"
劾
摩
の
者
，に
も一 

識
能
く
問
題
を
理
解
せ
し
め
.る
に
足
る
^

思
は
れ
る
n 

- 

外
國
爲
替
の
國
際
金
融
に
於
£

も

，
地

位

職

分

等

に

就

ャ
 

,
は
、
取
づ
て
以
ゥ
て
ま
考
と
ず
可
き
幾
多
の
書
物
が
外 

國
じ
ぁ
る
。
本
®

は
是
等
ゆ
研
览
考
に
も
，：又
甚
礎
的 

知
識
を
得
ょ
ぅ
ざ
す
る
初
學
潜
に
‘
も
、：I

讚
の
债
値
ゐ 

る
こV.；

を
信
ず
る
。
私
は
跋
國
民
が
本
#
に
記
述
さ
れ 

.
た
程
度
の
外
國
爲
替
に
關
す
，る
知
識
を
傭
：へ
て
居
つ
た 

な
ら
ば
"
金

禁

輸

問

題

の

解

決

に

就

て

、
；
彼
れ
ま
ャ
の 

失

態

を

.綴

返

し

て

は

居

る

.
^
，
.
い

と

云

ふ
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を

懷
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ざ
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を

得

.

,
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價
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に

銀

爲
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問
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崎
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の
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書
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那

の
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社

會

に
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に
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I

ル

ず
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グ
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の ,'

あ
ダ
は
束
涕
爲
巷
に
闕
す
る
有
®

な
る
著
®

が
行
は
れ 

て
居
る
所
以
で
あ
る
。
卑
阪
氏
の
新
著
，「

銀
慣
ざ
銀
爲 

截」

は
薛
細
に
此
問
週
を
研
究
し
め
も
の
で
あ
つ
て
、
記 

述
の
■

係
上
"

偷
敦
"

紐
肯
"
孟i

s
r

上
海
等
の
銀
塊
市 

場
に
關
す
る
狀
況
が
最
も
巧
妙
に
說
旧
さ
れ
て£
は
り
、
 

銀
價
ざ
支
那
の
財
政
恭
し
ぐ
は
借
欺
政
策
ざ
の
關
係
に 

も
如
當
の
研
览
が
挪
は
れ
て
居
る
。
域
に
銀
と
云
ふ
狹 

さ
研
光
に
局
眼
さ
れ
ず
し
て
-
東
洋
諧
國
の
雜
濟
事
情 

を
對
衆
ご
し
て
居
る
®

に
於
て
、
本
®

の
，價

値

は

一

段 

の

加

は

れ

る

も

の

あ

ら
S

す

可

き

で

あ

る0 

私
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.學
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.
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け

激

者

中
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賞
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に
從
辜
す
る
人
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*

取
る
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!
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を
公
に
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力
こ
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に
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し
*
M

心
喜
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情
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ざ
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得
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い
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